
ELAK ERNo.5 (#tKGJ チョウになれない イモ虜の款

【表紙絵】

チ ョ ウに な れ な い イ モ虫 の歌

マジカルーマーマレードの森の

マジカルータイムの光の中に僕の

は､住んでいるんです｡

なんでも叶う その時こそ､僕の身体が破

眠りにつく前に 神様に､ど柑 まど僕l 煩いしたことで

次の朝が そのマジカル一夕4争軍あることを!

神様は こんなちっぽけなイモ虫の 願いに斉をかたむ

僕は いつの朝だって このふとっちょで のろまをず

なにがつまっているんでしょうね､この大きな身体のq=

僕は 最近 気がつきました｡

僕の身体につまっているのは 夢なんだって｡

大きな､大きな 夢なんだ｡

そして､大きすぎる夢は 叶えられるのに たっぷりの

僕は いつまでも待っています｡

待つことが 今の僕なんです｡

ダランーマーマレードの ｢明日を思うことの幸せマ-盲レ- ド｣

作者 :鈴木純子 (本名 .金内純子)

神戸市生まれ｡京都私立芸術大学西洋画科を卒業後､

絵本に興味を持ち､講談社絵本新人賞､小学儲童画新人

大賞などに応募し､入選を重ねる｡1985年第1回大阪国

際児童文学館ニッサン童話と絵本のグランプリで絵本優

秀賞を授賞､1989年 『サンタクロースのさいごのプレゼ

ント』か第5回の同グランプリで絵本大賞を獲得した｡

現在は絵本及び雑誌のイラス ト､キャラクター制作な

どの仕事をしている｡

住所 .大阪府枚方市上島町6-ト603

現れて､黄金色の空に舞あがる｡
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この4月から才ロツプ･ステーション設立準備委月余

が,正式にプロップ.ステーションとして設立されまし

た｡ また､機関紙FLANKERも創刊から九一年を迎えた

こともあり､新たなスタートの節目として､FLANKER

のデザインを一新することになりました｡

まず､大きさをB5サイズからA4サイズに変更しまし

た｡これは､国際的に用紙規格がAサイズに統一される

流れを受けての変更です｡

また､鼠字デザインを､表紙絵を作成されている鈴木

純子さんに新 しくデザインしていただきました｡ご本人

の表紙絵のイメージにあった題字にすることによって､

より表紙絵が引き立つのではないかと思います｡また､

今まで題字を提供してくださった藤原隆文さん (adぴの

きお)には､今回の題字変更を快く了承していただき､

大変感謝しております｡

3つ捌ま､編集をMacのDTPソフトで行うようになっ

たことですO今までのワープロソフトより自由な編集が

可能で､サイズが大きくなったこともあって､より幅広

い編集で､読み易い機関紙を作っていきたいと思ってお

ります｡

内容も､今まで以上に充実したものをお届けできるよ

う努力していく所存です｡新 しい機関紙に対するご意

見､ご感想などをお待ちしております｡

編集部
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FLANKERNo.5 シンポジウム#昏

シンポジウム報告

く 今､77クデイブに ! ノーマライゼーションへの道 )

1993年3月7日､午後l時30分より大阪YMCA国際文化センターに於いて､､プ ロップ･-ステーション主催､大阪YMCA

国際文化センター共催､朝日新聞大阪厚筆文化事業団後援によるシンポジウム (今､アクティブに! ノーマライゼー

ションへの道〉を開催いたしました｡

今年2月に重度障害を持ちながら教職への復職を果たした r曽我部敦子さんJ､と､同様の障害を持つ r定藤丈弘さ

々lとの対談をメインに､教育と就労に於けるノーマライゼーションについて､多くの皆様と考えたいと思い企画し

たものです｡

シンポジウムの内容は対談とパネルディスカッションで､以下のメンバーで進行されました.

､対談

曽我部教子きん(尼崎市立若草中学校教諭)

走藤丈弘さん(大阪府立大学社会福祉学部教授)

_パネル ･ディスカッション

曽我部教子さん･走藤丈弘さん

井殿恵二さん(曽我部教子さんを支援する会事務局長)

- 坂上正司 (大阪頚髄損傷者連絡会相談役 ,ヾ7'ロ.汁 .ストション役負う

司会 竹中ナミ (7■ロ.汁 .ストション代表)

シンポジウムは､まず曽我部さんと走藤さんのご紹

介､プロップ･ステーション及び今回のシンポジウムの

流れの説明があった後､お二人の対談に入りました｡

(以下､敬政略)

竹 中 : 事故から今日まで3年間の曽戎部さんの経過

をお聞かせ下さい｡

曽我取 : 私が事故に遭遇しましたの嘆､1989年8月7日

の事でアフリカ･ケ羊アのマサイ,,与ラ国立動

物保護区上空を熱気球で展望していち時の事で

す｡気球が着陸に失敗し､気が付いたときには

ナイロビの病院にいました｡頚髄3番を損傷

し､首から下の完全麻痔となった私はすぐに帰

国する事はできずスワヒリ語と英語だけの長い

入院生活の中で､徐々に生きる気力を無くしつ

つありました｡

2ケ月後に人工呼吸器を着けたまま帰国した

後､4ケ月間関西労災病院 (兵庫県尼崎市)で

人工呼吸器をはずす訓練をしましたp

やはり､自分の障害の程度について認識した

ときのショックが一番大きかったですね｡

復職の希望は､私がICU(集中治療室)にい

るときから持ち続けていました｡退院後の生活

に対しては､施設へは入らず地域での生活を希

求していましたが､ ･私はずっと独身で生きてい

たため､介護や経済的問題などボランティアを

求めて大学へ行ったり､ビラを配ったりしまし

た｡卒業生や､PTA､同僚教具などで創って下

さった く支援の会)の方々による会合もたびた

び行いました｡

病院の理解もあり､昨年の9月5日に念願がか

ない､マンションに入居する事ができました｡

私は､99%不可能だといわれても残る1%の希

望に賭けてみたかったのです｡

12月はじめ､復職願いを学校長に届けまし

たOそして今年2月5日に条件つきで復職認可が

おりました｡ く支援の会)の方々の精神的かつ

物理的な励ましに感謝しておりますO

退院後2回の研修授業を経験 し､教育という

ものの手ごたえを感 じました｡

2月8日には復職がかない､現在午前9時から

午後4時3扮 まで研修に通っております｡
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定 藤 : 家族や周りの人々の支援によって (重度障

害者の)地域での生活が可掛 羊なったという事

には意味があると思います｡硯職複帰という事

に関して､日本の現実は10年くらい前から徐々

.に改善されてきたとはいえ､ (曽我部さんが)

重度障害の方である事を考えますと､これは大

きなニュ｢スであると思います｡

私は先生の く自立の意識)､ く教壇復帰の

への思い,)の情熱に打たれました｡ く教壇に戻

りたい)という､事を自分自身の生きる支えとし

て来られた意志の強さを感じま,す｡援助の輪が

広がっていったという事も先生のお人柄による

ものだと思います｡

曽我部 : 私は健康をときから､でもしか教師であっ

た自分を r生徒 によって教師にしてもらっ

た1と思っています｡心を開いて成長を見せて

くれる生徒達が私を教師にしてくれたのです｡

そして私は教師という仕事に誇りを持つ事がで

きたのです｡私はこの思いを命ある限り生徒達

私は自分自身で考え作ったプリ-/トで教育を

してきました_.研修期間の今日この頃は､じっ

くり教科書を読んでいます｡実際､教科書をこ

れだけ見たのは初めてです(∧_∧)｡これからも､

事あるごとに仕事 (研修授業)を作ってもらい

尼崎市教育委月会や他の教員達の見学を求めて

いこうと考えています｡そして､そ,のための努

力を欠かさないようにしております｡

曽我部 : 外国では､自立している障害者が多いそうで

すね｡

定 藤 : 私は以前､アメリカ合衆国のカリフォルニア

州立大学バークレイ硬くU.C.Berkley)に留学して

いましたが､向こうでは重度障害者の社会復帰

というのは当.たり前の事なんですね｡

例えば､ アメリカの障害者運動のリーダーの

一人であるユド･ロバーツ(早さwardRoberts)さん

という方は四肢麻痔で､奉った5分間呼吸器を離

すと生きていられない状況にある方ですが､呼

吸静を着けながら社会復帰をされています｡私

は彼とお金リ､したのですが､}自分の家に戻られ

るとすぐに自動的に酸素が供給され､減圧に

よって胸郭を開いて肺を動かす､いわゆる く鉄

の肺)の中に入って､その屯で生治していまし

た｡

U.C.Berkleyには重度障害者のための寮もある

んですよ｡

アメーリカには (身障者に)人的配慮を義務づ

ける法律があるんですよ｡例として､ペンシル

バニア州で全盲の人が訴訟を起こし､州が敗訴

し､公的介護者がついたといったケースもあり

ますoアメリカは訴訟の多い国なんですが､こ

のことが道に (身障者の)社会復帰の道につな

がる事もあります｡

これからは､日本という国に対して くアメリ

カ的機会平等)のシステムを前に押し出してい

竹 中 : これから曽我部さんが越えていかなければ 曽我部

ならない壁がいろいろとあると思うんですが?

走 藤 : 私 は16年位前 に (1976年12月)交

通事故にあいまして､翌年10月1日に職場復帰い 定 藤

たしました｡頚髄損傷という事では､基本的に

曽我部先生と同じ障害です｡私の場合､肺活量

は通常の1/3になってしまいましたが､この15

年間1度も病気をした事がありません｡自分なり

に健康管理はしていますが､その人その人の障

害に対して､ くスタミナ)がついてくるのだと

思います｡事故の前に体が丈夫であったかどう

かが､事故後の健康維持によるスタミナ ･アッ

プにつながるのだと思います｡あとは基本的に

受け入れ体制の問題でしょうね｡建物の改造､

設備の充実などですね｡例えば､2階にあった研

究室を1階に移すとか､スロープを造るといった

具合に-0 (曽我部先生の場合は)プリントを

資料にして話す講義形態の充実やスタミナをつ

けるため､授業の数をこなしていくといった事

でしょうね｡

くべきでしょうね｡

(日本の)教育制度では､公的費用ではた

とえ重度障害者であっても介助者をつけること

は難しいようですね｡

: そうですね｡まだ日本では前例がありませ

んね｡

これはU.C.Berkleyでの話ですが､生物物理学

専攻の全盲の学生が くトウモロコシの根の成長

の研究)を希望したのです｡それは､視力をも

つ人にとっても大変な視覚作業を要するもので

す｡しかし､ (カリフォルニア州バークレイ)

市は､必ず (学生も含め)公的な補助人をつけ

ます｡彼の場合､労働補助者と実験補助者が公

的につきました〉｡こういう配慮はイコール く人

日本では己れから

の課題になるでし

しかし､日本でもそういう例があるんです

よO山形大学医学部の生徒だった方の話です

が､彼は在学中に頚損になり最初は自費で介助

をゝつけていました｡卒業後､国家試験にパスさ

れ､今では患者さん達に信望のある精神科の医

師になっておられます｡

ノノ
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竹 中 : 頚髄損傷という障害名が何度か出てきまピた

が､この障害について少し説明していただけま

すか?

曽我部 : 須髄という屯のは､ 背骨 (脊髄)の中で脳に

近い方の部分のこ七を言います.輔乳類の場合

それは7つあり､脳に近い方から1番(C1)､2
番 (C2)･-と呼びます｡損傷した場合､その番

号の若い骨ほど重い障害が残ります.例えば､.､

4番損傷の場合は全身麻痔､3番ならば生存する

事が困難な状態になったり､人工呼吸器をつけ

る事にな･つてしまいます｡1番､2番の場合は､

ほほ即死状態ですね｡ (編集者牲 :損傷部位に

ついては脊髄 (頚髄)そのものの損傷部位を示

す場合と脊髄節 (頚髄節)の損傷を示す場合が

ある｡脊髄節とは脊髄と脊髄の間を構成する部

分を示し､例えば第4柔頁髄節というのは第3頚髄

と第4頚髄の間を意味する.ほとんどの脊髄損

傷の場合は脱臼 (あるいは亜脱臼)骨折になる

ので脊髄節の損廟を表す場合が多い｡)
I

(以 上 ､ 対 談 以 下 ､ シ ン ポ ジ ウ ム )
l

竹 中 : ありがとうございました｡
時間です毒でこれで対談を終え､パ弟レ･ディ

スカッションに移りたいと思いどすと
パネラーの井殿さんと坂上さん草ご紹介しま
しょう｡

井殿さんは く曽我部教子さんを支援する会)

の事務局長でいらっしゃいますがこ自己紹介と

会の活動経過などをお話ください｡

井 殿 : 当時私は曽我部先生と同じ職場で勤務してお

り､最初 (アフリカへも)一緒に行く予定でし

た｡1989年に事故の電話を受け先生の状況を知

り､帰国のた捌こ特別機のチャーター便の費用

が緊急に必要という事でカンパ活動を始めまし

た｡同年9月13日に帰国されたのですが､ICU

(集中治療室)に入っておられるときに ｢家族

の壁｣というものをひしひしと感じました｡

先生は当時､気管を切開されて人工呼吸器を

着けておられたため最初の面接の時は話される

青葉を聞き取る事さえ困難でしたo私が､初め

て認識できた青葉は ｢教師がやれるかな?｣と
いう一書でした. 1

先生をどのように支援するかという事を考え

た場合､とりあえずはお金からと思い､カンパ

活動を続けました｡また､話される青葉が理解

できない故に面会に行くたびにいたたまれない

感情を持ち､帰る時にはいつも心が暗くなった

ものです｡私は先生にワープロをお勧めしまし

た｡

12月7日700通の支援願いを発送しました｡そ

して､卒業生を集め河原で (支援のための)

バーベキューパーティーを開催したおり､生徒

達から ｢先生を頼みます｣といわれました｡こ

のとき く支援の会)から曽我部さんに唇で入力

するワープロをプレゼントする事ができまし

た.そして引き続き､訴訟のための資金を集め

ました｡

｢復職が気になっていたが､思い通りになら

なかった｣曽我部先生の自立を支えたのは､生

徒達の御家族からの厚い御支援の賜だと思って

おります｡

竹 中 : プロップ･ステーションでは､身障者の方が

仕事を得る手段の一つとして､コンピュータ･

セミナーを開催しています｡

坂上さんからコンピュータ･ユーザとして､

またプロップ役員として､同じ障害を持つ曽我

部さんに何かアドバイスはありませんか?

坂 上 : 僕は ｢身障者支援-コンピュータ｣とは思い

たくはありませんが､確かに便利なもJのです.

僕はパソコン通信を通じてプロiyプの設立に

関わるようになり､曽我部先生も又パソコン通

信で知りました｡そして､2年前に初めてお会

いした訳です｡そして出身校で (自立を支援す

-4-



FLAm RNo･5 (今アクティブにJノーマタイゼ一㌢タンへのiEJ

る会)を開いて以来､曽我部先生の講演などが

ある度に虜 も引っ張 り出されると云うはめに

なってしまいました.(̂_̂)

コンピューターは確かに全てではないです

が､うまく使えば障害者もハンディ無 しにコ

ミュニケーションをとっていく事ができます｡

現在､一般企業の常革でのプレゼンテーショ

ンの為にコンピュータの導入が拡大されたり､

コンピュータを使ったプレゼンテーションを制

作する会社などもできて~きています｡現在私達

がセ主ナ-で使っているApple社のMacintoshと

いうパソコンではビデオ画像や音声､効果音や

アニメーションなどを用いたプレゼンテーショ

ンを比較的簡単に作ることができます｡

また､Apple社などのアメリカゐ企業はリハ

ビリテーション法やアメリカ塵害者法によって

障害者用のサポート機器を作ることが半ば義務

づけられているため､様々な種類のサポー ト機

器が出回って),､ます.日本でも､新しくプロッ

プのセミナーに加わっていただいたNEC社を中

心に最近多 くのサポー ト磯路が出回_るように

なってきました._与れらのソフトやサポー ト機

器を用いてコンピュータを身近な道具とするこ

とで曽我部先生が授業をすることが可能になる

と思います｡

こういうソフトを使って模擬授業をしている

小学校 もありますo生徒への教育的効果も大き

いと思います｡

曽我部 : 私はもともとパソコンといったものは大嫌い

な人間でしたQ私はこれまで､教科書よりも自

分自身で伴ったプリントによる授業をしてきま

したので､プリントを作れるかどうかが自分に

取っての死活問題となるのです｡現在､私は井

殿先生から頂いた98シリーズのパソコンを編棒

の先にゴムを着けてキーボードを打って使って

います｡この時は､体を直角に起こして唇で作

業 しなければなりませんので､もっと楽にもっ

と楽しく仕事ができるものを探しております｡

竹 中 : アメリカでは､障害者用インターフェースを

多 くだしているという事です｡リハビリテー

ション工学が充実していて､個人々々に合わせ

たものを作っているそうですね｡

定 藤 : バークレイ大学の生徒でしたが､彼は進行性

筋萎縮症で公的に提供された音声入力 コン

ピューターを使っていましたね｡

坂 上 : 機器によるサポートと人的介助がバランスよ

く提供されればいいんですが｡

僕が大学2年のとき､垣学部必修の実験授業

を受けることになり､大学側は私専用の車いす

でも使える実験机と実験助手 (当時博士課程の

学生)を付けてくれました｡プログラムも実験

器具も若干違うものを用意してもらいました｡

しかし､他の学生が2人1組で実験をする中､ク

ラスの皆と少し維れたところで実験をすること

になり､僕だけが何か違うことをやっている人

いるように思われていたのではないかと思いま

す｡だから､3年の実験では話し合って､僕も

皆と同じカリキュラムを同じペースで学生と2

人1観でやることにしました｡もちろん､サ

ポートの助手の方も付きましたが､殆どの事を

ことをペアの学生とこなし､どうしても2人で

やらなければならない部分などを上手にサポー

トしてもらいました｡そんなことから､やはり

僕は (目立たないようにサポー ト)をしてくれ

る人間の必要性を感じます｡

竹 中 : このシンポジウムを開催するにあたっていろ

いろとご相談をさせていただいた国立特殊教育

総合研究所の成田滋先生から ｢曽我部先生に

あったサポート機器を共に研究し開発していき

ましょう｡どんな協力も惜しみません｣という

御中,tL出がありましたO
曽我部さん､教材作りにコンピュータの導入

はいかがですか?∫

曽我部 : それは是非ともチャレンジさせて頂きたいで

すね｡

坂 上 : 僕の毎日の生活にはコンピュータが欠かせな

いものになっていますが､成田先生の研究所で

は国内外のMacinbsMこ対応 したあらゆるサポー
ト機器が揃っていると言うことですo全身麻痔

の人には音声や呼気を使って入力する装置もあ

ります｡プロップには高いレベルの技術者さん

遠がボランタリーに関わってくだきってますの

で､曽我部さんのチャレンジ精神に応えること

も可能だと思います｡

-∫ー
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竹 中 : 曽我部さんが受傷後に行われた実験授業につ

いてお話願いますか｡

普我部 : 1つめは飛び入りで小学校4年生の1時間の授

業でした｡授業内容は理科で く電気)について

でした｡プリントや実験材料の配布､その他

色々な不安を持ったまま､ほ阜んど何の打ち合

わせも無しに行シ､ましたが､担任の先生の御援

助のおかげで無事終了する事が出来ました｡久
しぶりの教壇の圭で､私はF/=ういう幸せな
事Jがあったのだという事を改めて感 じまし

た｡

2つめは12月5日で､中学校の授業だったので

すが､翌年2月6日に休職期間の期限が切迫して

いたため ｢これが私の最後の授業｣だ､という

気持ちを強く抱い-t教壇に立ちました｡しかし

授業が進行するにつれ r生きている子供達に向

かっている｣という意識がだんだんと大きくな

り､逆に ｢最後の授業｣という意識は徐々に薄

れていきました｡授業が終わる頃には Fこれを

最後にしたくない !｣という想いが強くなりま

した｡私はこゐ時本当に心の底から､ く教職は

私にとって天職である)と深く感 じました｡

井 殿 : 私は､曽我部先生の授業は､決して く上手に

教え上手に学ぶ)ような授業ではか ､と思いま

す｡ く-【生懸命 教 え ､ 子 供 が 想 像 以 上 の 事を学

んで行く)､これが曽我部先生の授業であると

レそう気がします.最初､御自身 ｢無理なのでは

ないか叫 と懸念さ菰そこ､た先生を教壇に引っ

張り出したのは子供達であったと思います｡今

まで曽我部先生がギってこられた個性あるユ

ニークな授業を続けて頂きたいという事も私遠

く支援の套)甲戯J､の一つです.

走 藤 : 曽我部先生の復職勝ち取りの意味とその大き

さを感じますが､本当の意味での復戦は､教壇

復帰をしなければその意味は半減すると思いま

すO-これからは､段階的ステップを具体的に

次々と踏んで行って頂きたい｡そして､教壇復

帰を完全なもめにして頂きたい｡そうされる事

により､その意味はもっともっと大きくなるで

しょう｡先生が､不安に思っておられる生徒へ

の気遣し冒な賢の必要性は感じません.理科の授

業での実験楠助壷どは､生徒がどんな風に授業

に参加するがと云う事に関わっているのです｡

子供はすぐに慣れます｡障害は､決 してハン

ディではなく､問題は くやる気 ･情熱)です｡

先生と生徒､相互の啓発により学習効果が現れ

るのだと私は思います｡

教育に関する曽我部先生の哲学に感じ入りま

した｡そのためにPTAからの支援があったのだ

と思います｡重度障害者に対する社会の受け入

れは､まだまだステレオ ･タイプ的であります

し､これを打破するためにも是非頑張って頂き

たいと思います｡

坂 上 : 理学部の学生から見てもおもしろいと思える

曽我部先生の授業に期待 します｡是非､もう1

度お願いします｡

曽我部 : 事故に遭遇して以来､私が望んだ事が次々と

実現していると思いますolつめは人工呼吸券

の取 り外 し､2つめは切開した気管を閉じる

事､3つめは地域に出て生活する事､そして復

職､現場復帰｡支援の人々に対 して深く感謝い

たします｡現在 rこれが生きている事かな｣と

いう思いで一杯です｡今後は気負う事無く頭を

フルに回転させそ1日も早 く現場に出たいと

思っております｡その+為の良い知恵など有りま

したら是非教えて下さい｡

今日はどうもありがとうございました｡

竹 中 : シンポジス トの皆様､会場の棟､本日は本当

にありがとうございました｡ 曽我部先生の復

職はゴールではなくスター トなのだと思いま

す｡走藤先生が言われたように､日本のノーマ

ライゼーションにとって大きなエポックである

｢曽我部先生の復職｣

帰｣つなげるために今

つなら､こんなに嬉し

の復職 ｢教壇復

ウムが役立

とはありません｡こ

事
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に参加L.で

松井和子

一緒に参加したSさんも上司や同僚の熱心な勧めで復

職したが､ ｢けがする前から携わっていた仕事ですか

ら,:'あすり沌革じ革めるときりがありません.こなせる

仕事量､長二女ては要泥の差です｡ ''いらだたしさ､もど
かしぎ'はもう気負いなのです｣と手紙に轟いてくるo

また､T大神経内科の若いドクターは "もちろん無給で

すが と最近 ''復職"した知らせをはが畠通信_Lこ寄せて

きた｡曽我部さんほど重度でなくても､

少しづつ増えてきている｡

曽我部さんのような重度のの障害を持つ人達が､ス

ピードや効率が最優先の職場に適応する_のではなく､職

場や労働条件が曽我部さんたち復職者を受け入れ-られよ

うに労働問題として

者)の働く環境も

いだろうかo

シンポジウムg:

でいければ､私たち (健常

普jれこてくるのではな

iど健常者が多かった

ことから､曽我部先生の復職が重度の障害を持つ人々に

も健常者にと-つても働きやすい職場作りにつながってほ

北九州市の

傷者 (以下､

〔提案で､移動の困難な頚髄損

の交流の場 "はがき通信"

を始めて3年に登るOこの間､復学､進学一人暮らし､著

書の出版､結婚､-復職など環損者の生活も大きな変化を

見せてきたOその中守も曽我部さんの復職は私にとって

さんの復職が介助者付きや実験を

ことだけではないO曽我部さんに

は支援の会が結成されていて､その会が復職に一役REZZ'/つ

ているらしく､そJのこ-とも私の関心をそそったo

一に筆い障害を持った人を元の仲間と

･け､支援する､そうした人々を動

かす曽我部さん上は

E]､突然､今回の-i'

が届いた｡

参加した

の巧みさも

ポイントがよく

談からも貴重を情

う人だろかと考えていたある

ム甲参加を呼びかけ･るFAX

1時間半という短時間の割には､司会

の復職の経過や背景などの

扶部さんと走藤丈弘氏の対

た｡その中で -'今回の復職

はワンステップであっ 壇復帰ではない､目標は曽我

部さんが教壇に立つこと､これから曽我部さんが敷革に

立てるまで注目してい("＼という発言は正論商 まある
が､私には一抹の不安を感じさせた｡

"復職は介助付峯の出撃が条件だが､介助者の費卯 ま､

自己負担､外歯車はどうなっているが という質問や

"復職の希望は出したが､許可されるとは思っていな

かったo実際に許可されてうろたえた"､ "事故以来､

頑張って､頑張ってと何度聞かされたことか､頑張って

と言われるほど厭なことはない"と率直に言われる曽我

部さんに教壇復帰の目標が重荷にならないようにと､曽

我部さんと同年代で働くものとして願わずにいられない

ような気持ちになった｡

しいと切実に思った｡

まとめ

曽義部さんと知り会ってもう

の間に､驚くような思い切っ1た

くになります｡そ

されるときもあれ

ば､ちょーっ′としたことで悩んでられたこともありまし

た｡この人は本当に中途障害者なのかと思うくらい障害

を受容しているかと思えば､その道の羊ともありまし

た｡しかし､長い日で頗 転 学野 陀 ん御自身が言わ

れているように､彼女の ｢願いJにをかとつづつ確実に実

現させています｡ある程度歳をと?てから障害を負う

と､どうしてもそれまで持っていた健常者の価値観から

抜け出せないものですが､曽我部さんの場合は道にその

人生経験を活かした生き力をされているようですo

今､そんな曽我部さ冬重苦自信をもって教壇復帰へ臨ん

でお-られます｡そし

な過酷な労働条件が立

んが言われるよう

､ます｡曽我部さん

が､その過節季労働環境至無哩を主亘働くのではなく､

曽我鯨等んが働けるよデな労働環境をつくっていくこ

と､̀_この考え方こそがシンポジウムの標題に掲げられた

"ノTマライゼ-ション''なのです.

現状の労働環境は､障害者どころか健常者にとっても

過酷なものですが､物差を健常者を越え{=-tLころから障

害者の方へ少しでも近付けることによって､曽我部さん

を含め全ての重度障害者が不安なく働ける職場が増えて

いくことを願います｡ (坂上)

_7-
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重度障害を乗り越えて

一1月に復職した尼崎市立中

学校教諭の昏我部敦子さん(四九)

4''車いすで教鞭(きょうべん)を

取る定藤丈弘･大阪府立大教授(五〇)が対

談ずるシンポジウム｢今､アクティブに!ノ

量
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きょう大阪で対談

曽
我
部
さ
ん
は
三
年
半
前
'

旅
行
中
に
乗
や
た
熱
気
球
の
事

故
で
首
か
ら
下
が
卦
ひ
状
態
に

な
っ
た
o
L
か
L
t
1
日
五
時

ノ間
以
内
の
就
労
▽
介
護
者
の
同
/

伴
I

の
条
件
付
き
で

｢復
職

は
可
能
｣
と
す
る
医
師
の
診
断

書
を
添
え
て
復
職
願
を
市
教
委

に
提
出
｡
今
は
教
壇
復
帰
を
目

指
し
て
研
修
に
取
り
組
ん
で
い

る
｡
定
藤
教
授
は
十
六
年
前

に
交
通
事
故
で
首
の
骨
を
損

傷
L
t
車
い
す
生
活
に
な
っ

た
｡シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
は
､
障
害
者

の
雇
用
促
進
を
支
援
す
る
市
民
｣

団
体

｢プ
ロ
ヮ
プ
l･
ス
テ
ー
シ
ノ

ヨ
ン
｣

(本
部

･
大
阪
市
北

区
'
竹
中
ナ
ミ
代
表
)
が
企

画
｡
第
一
部
で
､
二
人
が
互
い

の
経
験
な
ど
を
対
談
｡
第
二
部

で
'
曽
我
部
さ
ん
を
支
え
て
き

た
教
師
仲
間
た
ち
も
加
わ
り
､

復
職
へ
の
経
過
な
ど
を
話
し
合

う
｡午
後
一
時
半
-
三
時
'
同
セ

ン
タ
ー
九
階
で
｡
入
場
料
五
百

円
｡
問
い
合
わ
せ
は
プ
ロ
ッ
プ

･
ス
テ
ー
シ
ョ
ン

(0
6
･
CP

8
1
･
0
0
4｡
-
)
へ
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職
は
画
期
的
な
こ
とc数
壇
に
も
必
ず
復
帰
で
き

る虹
｢

｡
首
か
ら
下
が
ま
ひ
状
潜
と
い
う
意
重
度
の
障
害

を
克
服
し
て
二
月
に
復
職
し
た
尼
崎
市
立
中
数
詠
の
曽
我
郡

教
子
さ
ん
(ELむ
に
'
車
い
す
で
学
生
に
数
え
る
定
顔
丈
弘
･

大
阪
冊
立
大
教
授
(五〇
)が
熱
い
エ
ー
ル
を
送
っ
た
｡
二
人
の

対
談
を
中
心
と
し
た
シ
ン
ポ
汁
ウ
ム

｢今
､
ア
ク
テ
ィ
ブ
に

-
ノ
ー
マ
ラ
イ
ゼ
ー
シ
ョ
ン
へ
の
道
｣
が
七
日
､
盃

市
西

区
土
佐
璽

吉

の
大
学

督

A
囲
賢

化
セ
ン
守

で

催
さ
れ
た
｡
肝
西
や
関
東
各
地
か
ら
教
師
や
福
祉
日豊

者
ら

約
六
j人

が
打
席
し
､
陪
審
者
の
社
会
復
帰
に
つ
い
て
話
し

合
っ
町

闇∈ヨ 新

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
は
障
害
者
の
′

就
労
を
支
援
す
る
市
民
団
体

T
プ
ロ
ッ
プ
J･
ス
テ
ー
シ
ョ

ン
｣

(竹
中
ナ
ミ
代
吾

が
企

画
｡
第
1
部
の
二
人
の
対
艶

は
､
竹
中
代
表
が
罫
会
し
た
｡

最
初
に
､
曽
我
部
さ
ん
が
一

九
八
九
年
八
月
に
ア
フ
リ
カ
旅

行
で
乗
っ
た
整
知
灘
が
替
地
に

失
敗
し
､
頚
髄

(け
い
す
い
)

を
損
傷
し
た
荘
過
や
､
そ
の
後

の
リ
ハ
ビ
リ
の
苦
し
さ
,
瞥
職

の
喜
び
を
話
し
た
｡

現
在
は
尼
崎
市
内
の
教
育
セ

ン
タ
ー
に
通
っ
て
教
材
研
究
に

取
り
組
み
'
改
革
へ
の
循
還
暮

す
指
し
て
い
る
現
状
も
説
明
し

た
O
.L｢生
徒
た
ち
が
教
師
と
し

て
の
私
を
育
て
て
.V
れ
ま
し

た
｡
ま
た
教
壇
に
戻
り
だ
い
と

の

1
念
で
し
た
l
と
話
す
の

を
､
参
加
者
ら
は
静
か
に
聴
き

入
っ
た
｡

こ
れ
に
対
し
､
定
藤
敷
皮
は

｢日
本
の
現
状
で
は
画
期
的
な

こ
と
だ
｡
教
育
の
問
題
だ
け
で

な
く
.､
好
事
者
の
雇
用
の
点
か

ら
も
ず
ば
ら
し
い
｣
｡と
評
価
し

た
が
､
T
教
理
復
帰
が
な
け
れ

ば
'
復
液
の
君
味
は
半
減
す

L敦職復職や障害者の社会参加 1=どについて話し合う卓我部さ

基 本 的 に 学 校な ど

垂 け 入 れ 側 の 問 題

｣
と
も
述
べ
､
茶
樽
復
帰
を

米
国
の
例
を
挙
げ

.て

｢人
H
呼
吸
器
を
つ
け
た
､

曽
我
部
さ
ん
よ
り
さ
ら
に
重
い

障
夢
の
あ
る
人
が
､
当
た
り
前

の
よ
う
に
社
会
復
帰
を
果
た
し

て
い
る
O
基
本
的
に
は
学
校
な

ど
受
け
条

制
の
間
男

を

し
､
公
芝

よ
る
介
賢
者
制
度

の
必
要
性
を
提
言
し
た
｡

定
顔
蔓

も
七
六
年
十
二
月

に
交
通
事
故
で
頚
髄
を
振
傷
｡

車
い
す
生
活
を
余
儀
な
く
さ
れ

た
が
､
翌
年
十
月
に
は
大
学
に

復
蒋
し
､
現
在
は
社
会
福
祉
学

の
諦
串
や
ゼ
ミ
を
担
当
し
て
い

る
｡第
二
部
で
は
'
曽
我
郡
さ
ん

を
三
年
半
支
え
て
き
た
教
師
仲

間
や
生
徒
の
母
親
ら
で
つ
く
る

･r曽
我
部
さ
ん
を
支
援
す
る

会
｣
の
メ
ン
バ
ー
ら
二
人
が
加

わ
り
､
支
援
活
動
の
歩
み
な
ど

を
振
り
返
っ
た
｡
こ
の
中
で
'

音
声
で
入
力
す
る
コ
ン
ピ
ュ
ー

タ
ー
な
ど
曽
我
部
さ
ん
が
赦
せ

復
帰
の
際
に
活
用
で
き
る
機
器

の
話
題
も
取
り
上
げ
ら
れ
た
｡

｣ン
ン
ポ
ジ
ウ
ム
参
加
者
の
]

人
で
'
京
良
市
の
民
間
福
祉
施

設

｢た
ん
ば
ば
の
家
｣
ス
タ
ッ

フ
の
成
田
修
さ
ん
(]T,,D
は

｢障

害
の
た
め
茶
人
が

自
由に
動
け

な
い
こ
と
が
'
周
囲
の
人
に
対

し
意

賢

っ
.て
プ
ラ
ス
に
働

く
と
い
う
こ
と
を
再
認
識
し

た

｣
と
話
し
て
い
た
｡


